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「ドイツ・モダニズムの黎明期─作品・理論・パトロンの美学・歴史研究」 

岡⽥暁⽣⽒  京都⼤学⼈⽂科学研究所教授 

 
専⾨は⻄洋⾳楽史。主要な著書に『オペラの運命』（2001 中公新書：サン
トリー学芸賞受賞）、『ピアニストになりたい！』（2009 春秋社：芸術選奨
新⼈賞）、『⾳楽の聴き⽅』（2009 中公新書：吉⽥秀和賞受賞）、『楽都ウィ
ーンの光と影』（2012 ⼩学館）、『すごいジャズには理由がある』（2014 ア
ルテスパブリッシング）、『⾳楽と出会う』（2019 世界思想社）。 
 

講演要旨：ヨーロッパの⾳楽史の中でベルリンは、とりわけドイツ統⼀以
前のプロイセン時代、必ずしも「⾳楽都市」であったとはいえない。プロ
イセン官僚主義は、ウィーンやヴェネチアの⾳楽を育んだ享楽的なミリ
ューの対極にあっただろう。⾳楽都市としてのベルリンの台頭／胎動は
世紀転換期に始まり、第⼀次⼤戦後の 1920 年代に⼤衆⽂化と結びついて
ヨーロッパの中⼼に躍り出る。当⽇はこの世紀転換期から 1920 年代にか
けてのベルリンの⾳楽模様を概観したい。 
 

   

 


